
               

  

寺尾小だより 
＜学校教育目標＞「自ら進んで 学ぶ子 仲よくする子 きたえる子」       川越市立寺尾小学校   
＜１月の生活目標＞「感謝して食べよう」                 令和５年１月１０日（火） 

川越市寺尾９７９－２  TEL 049-245-9555  FAX 049-240-1765  

「訊く」と「聞く」と「聴く」～菊づくりより～ 

                                   校長  長 澤  誠 

保護者の皆様、地域の皆様、明けましておめでとうございます。 

今年は“卯（うさぎ）年”。干支は｢癸卯（みずのと・う）｣です。「卯」は十二支の中では、４番目。

穏やかなウサギの様子から「安全、温和」の意味があります。また、ウサギのように跳ね上がるとい

う意味があり、卯年は何かを始めるのに縁起が良く、希望があふれ、景気回復、好転する良い年にな

ると言われています。また、「癸卯（みずのと・う）」の年は、これまでの努力が実を結び、勢いよく

成長し飛躍するような年になると言われます。新しい年が皆様にとって健康で良い年になりますこ

とを心よりお祈り申し上げます。 

さて、歴の上では新年(令和５年)となりますが、本校では第３学期が始まりました。子供達もそれ

ぞれに自分の願いや計画を家族と共に立てたことでしょう。｢一年の計は元旦にあり｣といわれるよ

うに、子供達には自分の目標をしっかりともって、新しい年のスタートを切ってほしいと願ってい

ます。 

さて、季節外れの話題で恐縮なのですが、知り合いのN さん

は、菊づくりに取り組んでおられ、市や県の展覧会に出品し受賞

されている方です。Nさんに「菊づくりの秘訣とは何ですか？」

と尋ねたことがあります。N さんは「きく
・ ・

にきく
・ ・

ことだよ（菊

に訊く・聴く）」とおっしゃいました。Nさんは、「おはよう。今

日の調子はどうだい？」「いい天気だね。」「のどが渇いたかな？」

「大きくなったね。そろそろ大きな鉢に引っ越しするかい？」な

どと、菊に毎日話しかけて（訊いて）いたそうです。菊を苗木のときからよく見て、一本一本の苗木

の良い所などの特徴を知り、菊の身になって寒くはないか、水はたっぷりあるかなどを考えたそう

です。すると「水がほしい」とか「そろそろ大きな鉢に植え替えてほしい」とか「茎を支えてほしい」

といった菊の声が聞こえるようになったと話されていました。「菊の想いを聞き取れなければ、菊を

上手に育てられない」と言っていました。 

「きく」という漢字には「訊く、聞く、聴く、効く、利く」などがあります。「聞く」は音が聞こ

えてくるという字ですが、「聴く」は耳と目と心で聴くという字で、相手の立場に立って真剣に聴く

という意味です。また、「訊く」ことも、相手に自分の分からないところを質問するという意味であ

り、コミュニケーションの方法としても大切なことです。N さんが言った「きく
・ ・

にきく
・ ・

」とは菊を

しっかりと見て、菊の立場に立って想いを想像し、じっと耳と心を傾けることなのだなと思います。

「子供は、家庭で芽を出し、学校で花を咲かせ、地域で実らせる」という言葉があります。Nさんの

話から、菊づくりと教育活動は似ており、学校の教育活動も、家庭での子育ても、地域での活動も、

子供達それぞれの花を咲かせることにつながっているのだなと実感しました。 

本年も職員一同、鋭意努力してまいります。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 
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